第34回高知女子大学看護学会報告 by unknown
第34回高知女子大学看護学会が､ 平成20年
７月５日 (土) ・６日 (日) に､ 松本女里学
会長のもと､ 『社会に示す看護の力－自律と
エンパワーメントを支えるために－』 をテー
マに､ 高知女子大学池キャンパスで開催され
た｡ 第33回は台風のために残念ながら開催を
直前で中止せざるを得なかったが､ 第34回は
210名の参加者があり､ 学会員をはじめ､ 準
会員､ 一般参加者を含め､ 多くの地域の看護
職者や看護学生の参加が得られ､ 盛会の内に
無事に開催することができた｡
学会１日目のプログラムは松本女里会長の
挨拶に始まり､ 高知県看護協会会長中村ささ
み氏の来賓挨拶の後､ 慶応義塾大学看護医療
学部教授 野末聖香氏による講演会｢看護の
力の源泉とエンパワーメントがもたらすもの｣
が開催された｡ 午後には､ ４グループの学術
交流会を行った｡ 学会２日目は､ シンポジウ
ム 『人々の生活の場でその人らしく生きるこ
とを支援する看護の力』 が行われた｡ 午後に
は､ ４グループの学術交流会を行った｡
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松本女里会長より､ 第
33回の学会を台風の猛威
の前に中止せざるを得な
かったことで､ 学会員の
方々､ 多くの参加希望の
方々に多大なるご迷惑を
おかけしたことについて
述べられた｡ 高知女子大学看護学会が34回と
歩んでこられたのは､ 学会員の支援があって
こそであるが､ 今後さらなる発展に向けて､
担っている役割や期待されていることについ
ての言葉が述べられた｡ また､ 医療が様々な
問題を抱える中､ 看護職への期待も大きくな
り､ 看護職から社会に向けて発信すべきこと
への期待が述べられた｡
講演会の講師を引き受けてくださった､ 野
末聖香先生､ シンポジウムを担当していただ
く植田佳代先生､ 金子智美先生､ 森下安子先
生､ 学術交流会の話題提供者の方々に感謝の
意が述べられた｡ また､ 学会の準備のために
学会運営委員の皆様をはじめ､ 学内外の方々
のご支援ご協力を賜ったことに対する感謝の
意が述べられた｡
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慶応義塾大学看護医療学部教授 野末聖香氏
慶応義塾大学看護医療学部教授である野末
聖香先生の｢看護の力の源泉とエンパワーメ
ントがもたらすもの｣と題
した講演会が開催された｡
参加者は会場にあふれ､
野末先生の講演に引き込
まれ､ 聴講していた｡
野末先生が長年専門看
護師として歩んできた実
践経験を通して､ 看護のパワーとは何か､ エ
ンパワーメントとは何かを具体的に紹介し､
看護職者に求められている役割や責務､ 課題
について述べられた｡
エンパワーメントはまだ定義として定まっ
ている概念ではなく､ 近年は自らの力をつけ
ていくという意味で用いられ､ 看護の分野に
おいては､ 例えば専門看護師のエンパワーメ
ントというように､ 看護が力をつけていくと
いう文脈で使われている傾向があると示され
た｡
職業人としての原体験として､ 野末先生自
身が看護師として歩み出した病院での体験を
述べられた｡ その体験は､ 野末先生が看護師
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として責任を取ることとはどのようなことな
のかを考えるきっかけにもなり､ 看護師の無
力を感じた体験でもあった｡ その後､ 専門職
として歩む過程そのものが先生自身をエンパ
ワーしていくプロセスになっていたと述べら
れた｡ その中で､ 黒子的
な存在である看護職にとっ
て､ パワーを持つという
のは馴染まないのではな
いか､ 同時に看護職にとっ
てのパワーとはどのよう
なものであろうかという
疑問を抱かれた｡ パワーを持つということに
は責任が伴うため､ 看護職はその責任を取る
ということに積極的ではないのではないか､
また看護職はパワーを持つことに関心がない
のではないかということを､ 野末先生が専門
看護師として活動されていたときの現象を提
示しながら述べられた｡
後半では､ 看護師がエンパワーしていくた
めに必要なこととして､ ①看護の価値を確信
するという自己信頼すること､ ②世の中で何
が起こっているのか情報収集すること､ ③看
護の専門性を明示すること､ ④支援が得られ
るように人や組織とつながること､ ⑤看護師
としての方法論をもつことが重要であると示
された｡ ｢看護理論の臨床活用｣ を参考にし
て､ ステップ１；論点を選択する､ ステップ
２；論点を展開する､ ステップ３；サポート
を動員する､ ステップ４；交渉する､ ステッ
プ５；絶対に諦めない､ しかしやめる時を知
ることを示し､ 方法論について説明された｡
野末先生の講演終了後､ 会場の参加者から､
自分のエンパワーメントを促進してくれる支
援者をどのように増やしていったらいいのか､
またチーム医療の中で看護師のパワーが見え
にくくなっている場合にどのように支援をし
たらいいのかなど質問があり､ 予定時間いっ
ぱいまで野末先生は質問に答えてくださり､
盛会の内に講演会が閉じられた｡
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学会２日目に行われた ｢人々の生活の場で
その人らしく生きることを支援する看護の力｣
というテーマのシンポジウムは､ 座長である
村上和子氏 (高知市保健所健康づくり課) と
長戸和子氏 (高知女子大学看護学部) よりシ
ンポジストが紹介され､ 進行された｡ シンポ
ジストは､ ＮＰＯ法人デイサービスまる所長
の植田佳代氏､ 平塚共済病院看護部教育担当
の金子智美氏､ 高知女子大学看護学部教授の
森下安子氏であった｡
ＮＰＯ法人デイサービスまる所長の植田佳
代氏は ｢小規模多機能デ
イサービスの看護～デイ
サービスまるの取り組み
～｣ というテーマで､ 病
院を飛び出して人々の生
活の中にその活動の場を
移し､ 療養者とその家族
において看護職に求めら
れている能力とはどのよ
うなものかを発表した｡
平塚共済病院看護部教育
担当の金子智美氏は ｢そ
の人らしく､ その家族ら
しく生きることを支援する－訪問看護の立場
から－｣ というテーマで､ 訪問看護して､ 在
宅療養者とその家族が主体性を発揮してその
人らしく生きることと､ それを支援する看護
について発表した｡ 高知女子大学看護学部教
授の森下安子氏は ｢人々の生活の場でその人
らしく生きることを支援する看護の力｣ をい
うテーマで､ 人々のもつちからを捉えるため
の視点､ 看護職としてその力を活用しながら
働きかける重要性について､ 一般的な理論的
モデルであるストレングス (strength) モデ
ルを用いながら発表した｡
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地域､ 施設内､ 在宅､ 学校などの場の違いを
越えて､ 日頃の看護実践の中での取り組みや課
題などについて､ 参加者の方々が意見交換する
場として､ ８つの学術交流会を設定した｡ 話題
提供者の方々の看護実践を聴き､ 自分たちの日
頃の看護実践を振り返ったり､ 気がつかなかっ
た課題に着目したり､ 参加型の交流会では活発
に意見交換がなされた｡ 卒業後間もない新人看
護師から経験豊かな看護職の方々､ 初めて本看
護学会に参加された看護職の方々など多くの方
にご参加いただき､ 盛会であった｡
□中堅看護師の力の発揮を支える現任教育
コーディネーター・話題提供者
吉村利律子氏 (高知医療センター)
岡本眞知子 (細木ユニティ病院)
□自律を目指す新人看護師のための交流会
－新人看護師山あり谷あり－
コーディネーター
多田 邦子 (高知大学医学部附属病院)
瓜生 浩子 (高知女子大学看護学部)
話題提供者
浅野 裕香 (高知赤十字病院)
山本真由香 (高知大学医学部附属病院)
□精神科看護師の自律とエンパワーメント
コーディネーター
畦地 博子 (高知女子大学看護学部)
話題提供者
中井 有里
(訪問看護ステーション ラポールちかもり)
角谷 広子 (芸西病院)
□教育と臨床の双方から育てよう・高めよう！
助産師の自律とエンパワーメント
コーディネーター
松本 鈴子 (高知女子大学看護学部)
話題提供者
荒井 幸枝 (高知市保健所健康づくり課)
□地域住民とヘルスプロモーション
コーディネーター
廣末 ゆか (田野町役場保健福祉課)
話題提供者
中越 美緒 (高知市保健所健康づくり課)
濱田 知加 (高知市保健所健康づくり課)
□進行がん患者とその家族のエンパワーメント
とは？
コーディネーター
上杉 和美 (松山ベテル病院がん看護ＣＮＳ)
話題提供者
義平 雅夫 (松山ベテル病院チェプレン)
石本万里子 (名古屋大学医学部附属病院)
□老人のその人らしい生活を支える看護
コーディネーター
岡本 充子 (近森病院老人看護ＣＮＳ)
話題提供者
和田 昌子 (芸西村地域看護ＣＮＳ)
森本 志保 (近森病院)
□慢性疾患をもつ子どもの居場所づくり
－養護教諭・看護師・保健師のコラボレーション－
コーディネーター
池添 志乃 (高知女子大学看護学部)
中野 靖子 (高知県心の教育センター)
川島 美保 (高知大学医学部看護学科)
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